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要　旨
　本学学生の学力低下が問題になっている。特に5年次の中だるみ解消が、国家試験を
見据えたとき非常に重要となる。そこで、新たな教材を開発することで問題解決を試み
た。5年次で経験する実務実習や実生活で経験・体験した事柄に、学修項目を関連づけ、
展開する形式とし、約3分で完結する・携帯端末で視聴できるなどの工夫をした。この
教材が、主体的に学ぶ姿勢を植え付け、学修効果を向上させ得ることが分かった。
キーワ ドー：学力低下、5年次、教材開発、インタ ネーット、統合型教材
I　はじめに
　ここ数年留年する学生の数が容易に減らないことや、予備校が実施する模擬試験の結
果が芳しくないなどのことから、本学学生の学力低下に危機感が募っている。学生の意
識調査から5年次の勉強に対するモチベーションが全学年を通じ最も低いことがわかっ
た(井上、池野、宇都宮、2016）。この時期は、実務実習が主たるカリキュラムのため大
学外にいる時間が長く、拘束力が弱い。このことが薬学総合演習試験や国家試験に向け
た勉強への意識を低くさせていると思われる。この中だるみが解消されれば、６年次の
学力低下を大きく改善すると期待される。
　本学学生の学業における問題点として、アンケ トー集計や面談の結果などから1） 理解せず
に暗記する、2） 勉強へのモチベーションが低い、が挙げられる(井上、池野、宇都宮、2017）。
1）のため、一度覚えたことを早くに忘れてしまい、2）のため、勉強する習慣が身についていない。
さらにネット時代に生きているため、1）2）による悪影響がさらに深刻化していると思われる。
インタ ネーットというツールが断片的な知識を得るには強力なツールだからである。
　そこで、これらの問題を解決するため、勉強への意識が最も低い５年生に対し、目の前の
実務実習に関連した事項と物理・化学・生物といった基礎科目の知識が連動する教材を開発
し、それを利用できるインタ ネーットを介した双方向コミュニケーション学修システムを築くこと
を目的とした（実務実習で体験した項目を核とした教材）。
　教材を作成する方法を変えずに、表現を変えることで実務実習の項目に結びつけづらい項
目の教材を物理の分野について作成した。まず、物理でよく出てくる数式・数字への拒絶反応
を減らす工夫を盛り込むこととした。数式・数字は本来、物体の動きを正確に・誤解を生じさ
せないための道具として用いられる。しかし、いきなり数式・数字を出すのではなく、その物
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体の動きがイメージできる部分を先に配置することを心がけた。それは、動きがイメージでき
た後であれば、数式・数値に対する拒絶反応を多少抑えられるのではないかとの考えからで
ある。また、物体の動きを経験・体験と結びつけたり、イラストを用いて説明することを試みた。
イメージや経験・体験と結びつけることで、疑似体験しているかの状態に導くことで、記憶に
残りやすくし、かつ説明の理解が深まることが期待されるからである。
　教材を作成し、「学修姿勢を前向きにする」「暗記指向型を理解重視型に変える」ことも目
指した。そして、成績向上に寄与するかについても検証することとした（実生活で体験した項
目を核とした教材）。
II　方法
1．教材の作成
　教材を作成するにあたり重要視したのが、A） コンテンツ、B） 見栄え、C） アクセシ
ビリティである。
　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 > では、非常に大きなインパクトを学生が
受ける実務実習で見聞きしたものから物理・化学・生物の基礎的な知識へとつなげてい
く。そして、解説を加えることで理解を促す。
　< 実生活で体験した項目を核とした教材 > では、物体の動きを経験・体験と結びつけ
たり、イラストを用いて説明することを試みた。イメージや経験・体験と結びつけるこ
とで、疑似体験しているかの状態に導くことで、記憶に残りやすくし、かつ説明の理解
が深まることが期待されるからである。
　１回分が３分以内に読み終えられるという分量制限を設けた。この点は継続させるた
めに非常に重要であると考えている。さらに、演習問題を通して、得た知識のアウトプッ
トの訓練も行えるようにした。難易度は国家試験レベルとした。
　イラストを用い、色を積極的に使うことで、見栄えを少しでも良くし、取っ付きやす
さを印象づけ、継続性へつなげるよう配慮した。
　本学の学生は言うに及ばず、スマ トーフォンなどの電子機器の保有率が非常に高い。これ
によって薬学ゼミナールから提供されているデータベ スー演習システムが利用でき、自宅や通
学途中などの学外での問題演習が可能になり、有用な勉強方法となっている。同様な使い勝
手を得ることで、移動中でも利用・活用してもらうことができ、繰り返し触れてもらうことを狙う。
もちろん PC からのアクセスも確保し、実務実習中に必ず行わなければならない日誌の入力の
ついでに閲覧してもらえるようにもした。このアクセシビリティは、大学外からアクセスできる
manaba のサーバーを利用することで、低予算での構築が可能となる。閲覧の有無、演習問
題への解答などがログとして残り、さらに学生からの要望・質問を受けることもできる双方コミュ
ニケーションも達成できるため、次の課題作りのヒントとして活用することもできる。
2．アンケート
　教材を利用した学生に、教材を評価してもらうためにアンケ トーを行った。
　対象：5 年次　実務実習 III 期空き学生
　　　　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 >　
 回答数：81 名（対象学生数：124 名；回収率：65％）2017.3.4 実施
 < 実生活で体験した項目を核とした教材 >　　
 回答数：73 名（対象学生数： 95 名；回収率：77%）2018.3.5 実施
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3．試験
　「成績向上への寄与」を測定するため、作成した教材の利用者と未利用者との間でペー
パーテストでの成績を比較することとした。得た知識を経験・体験と結びつけることが、
記憶の定着と理解の深度を増すことに繋がりうるかを検証するためである。
　物理の分野から、クロマトグラフィー、放射化学、熱力学の各分野から各 3 問ずつ出
題した。このうち、クロマトグラフィーおよび放射化学は、教材で扱った分野で、熱力
学は扱わなかった分野である。
III　結果と考察
1．教材の作成
　　図１は、作成した < 実務実習で体験した項目を核とする教材 > の一部である。
図１　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 > の一部
　導入部に実務実習で体験する話題を提示し、その場面を思い出してもらえるようにした。
その中のアイテムから基礎科目の項目につなげた。盛り込む内容は、なるべく実習で習う
操作の原理になるように配慮した。このことで、体験という絶対に忘れないであろう記憶
に、より強く教科書の内容とを結びつけることができ、記憶の安定的定着につなげるのが
目的である。このことが達成されれば、同時に理解も深まることが期待できる。
図１ <実務実習で体験した項目を核とする教材>の一部 
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　導入部に実務実習で体験する話題を提示し、その場面を思い出してもらえるようにした。そ
の中のアイテムから基礎科目の項目につなげた。盛り込む内容は、なるべく実習で習う操作の
原理になるように配慮した。このことで、体験という絶対に忘れないであろう記憶に、より強
く教科書の内容とを結びつけることができ、記憶の安定的定着につなげるのが目的である。
このことが達成されれば、同時に理解も深まることが期待できる。
< >
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　図２は作成した < 実生活で体験した項目を核とした教材 > の一部である。
　導入部に実体験（学生実習の場面）を提示し、その場面を思い出させるようにした。これは、
図 2 の教材で、その場面の中のアイテム（分液ロ トー）がどのような役割をしたかを思い出さ
せるためである。これは、目には見えない物を理解するための“例え”になる。図 2 では、理
論段という目に見えないものを理解するために、分液ロ トーを“例え”として使っている。
2．アンケート
　教材の評価のためにアンケ トー調査を実施した。
　1）　 < 実務実習で体験した項目を核とする教材 > について
図 3-1　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 > についてのアンケート結果 (n=81)
　アンケート項目１より、学生にとってインパクトのある体験の実務実習での内容を取
り上げ、それを入り口にして始めることで、興味を持ってもらえたことが分かった。ア
ンケート項目２より、約 3 分程度というボリュームは長すぎて飽きさせることも、短す
ぎて内容に真剣に取り組めなくなることもなかったようである。
　アンケート項目 3 では、挿入してある演習問題の難易度についてたずねている。取り
上げた演習問題は国家試験の過去問と同等の難易度の問題である。それを適当な難易度
と、5 年次学生が判断していた。さらに、問題の前の文章がないと、より難しく感じた
だろうとの答えが 7 割以上だったことから、教材の内容が理解の一助になっていること
が示された。アンケート項目４および５では、良かった点・悪かった点を挙げてもらった。
個人の使い勝手に対する感じ方が、バラバラだと言うことがうかがえた。アンケート項
目６より、教室の外でも学修に活用できることが十分に確認できた。
　さらに続きを読んでみたいとの回答が 86％であったことより、今回作成した教材に類
する物を使用すれば、能動的に学習に取り組ませることが出来ると推測される。
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図 3-2　< 実務実習で体験した項目を核とする教材 > についてのアンケ トー結果 (n=81)
2）　 < 実生活で体験した項目を核とした教材 > について
　アンケート項目１では、そもそも利用したかについてたずねた。30％が利用しなかっ
たと回答し、その理由を見ると興味を示していなかっただけと受け止められるもので
あった。5 年次学生の雰囲気を伝えているように感じられた。一方、利用者には「とても
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わかりやすかった」と「わかりやすかった」を合わせると 95％になり、好意的に受け止め
てもらえたと思われる。
図 4-1　< 実生活で体験した項目を核とした教材 > についてのアンケ トー結果 (n=73)
　アンケート項目２以降は、未利用者に利用してもらってから行ったアンケート結果である。
　アンケート項目２より、数式などで表現するより体験・経験などと絡めた例え話の方が
受け入れやすいことが分かった。アンケート項目３より、大きな改善を求めない利用者と
ほぼ同数がアクセスに改善を求めていた。manaba のページから、閲覧したい科目のコン
テンツを探す段階がもどかしいようである。アンケート項目 4 より、約 3 分で読み切れる
分量が好意的に受け止められたことが分かった。アンケート項目５より、< 実務実習で体
験した項目を核とする教材 > と同様に国家試験と同等の難易度の問題を解く上で理解のサ
ポートが教材によってなされうることが分かった。
　さらに続きを読んでみたいとの回答が 95％であったことより、今回作成した教材に類す
る物を使用すれば、能動的に学習に取り組ませることが出来ると推測される。
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図 4-2　< 実生活で体験した項目を核とした教材 > についてのアンケート結果 (n=73)
図５　教材活用による学修効果 (n=73)
　図 5 の結果は、教材の内容として取り上げたクロマトグラフィーおよび放射化学の分
野の問題と、今回取り上げなかった熱力学の分野の問題の正答数のヒストグラムを示し
ている。グラフ中、○が教材を活用した学生の成績を、△が教材を活用しなかった学生
の成績を示している。
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　クロマトグラフィーに関する問題を解く上で教材で学んだ学生の正答数の分布と教材
で学ばなかった学生の正答数の分布を比較すると、教材活用の学生の方が、より多くの
問題が解けていることが示された。放射化学の分野では、両者の正答数の分布は重なっ
ているが、最も高い割合を示す部分（いわゆる山の部分）が表示されていない。問題の
難易度が低すぎたため、差がつかず、このような結果になったと思われる。教材で扱っ
ていない熱力学の分野の問題では、両者の正答数の分布はほぼ重なっていた。これらの
ことから、今回作成された教材は学力向上に寄与することが示唆された。
IV　結論
　実務実習での体験や実生活の中での体験といった、既に記憶に刻まれていて、忘れが
たい事柄を核とし、これに基礎科目の内容をつなげられるような教材を開発し、体験し
た学生の印象と利用したことによる学修効果を測定した。体験した学生からは、好意的
に受け入れられ、ほとんどの学生から継続して利用したいとの評価を得た。利用するこ
とによる学修効果も確認でき、身近なたとえ話が目に見えない事柄の理解を助けうるこ
とがわかった。また、目に見えない物理的現象に対して、体験・経験と関連づけること
でイメージを持たせることが、学力向上に対して 有効である一端を示せた。
　5 年次学生が中だるむ理由は様々で、それらを拾い出し、各々についての解決策を立て、
対応するのは非常に困難と思われる。しかし、今回のように、知っていることから始め
ることで、学修を始める時点での敷居を低し、問題が解けたときの高揚感を手に入れさ
せれば、主体的な学びを植え付けることが出来るのではないかと思われる。3 分という
時間が経てば違う話題に移るため、飽きが来る前に終えられる。そして、次の話題には
フレッシュな感覚で取り組んでもらえれば、継続性も出てくると期待される。
　以上より、今回の取り組みにより、新たな教材の創出が、本学の学力不振などの問題
の解決へわずかではあるが貢献できることを示せた。
　利用した学生からは、「医薬品と有機化学、薬剤と物理など複数の科目を組み合わせ
た問題にすれば多くのことを短時間で学ぶことができると思う」や「薬理、薬治を中心
に他の科目との複合的な問題がほしい 」との要望や、「新聞の記事を読んでいるようで
楽しかったです」、「続きを読んでみたい」、「サクサク気軽に解くことが出来るのは良い 
」との感想がでたので、引き続き開発を続けたい。
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